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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｅ
ｌ
ｆ
ｉ
ｎ
ｇ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
４
９
３
Ｂ
Ａ

【
作
者
名
】

　
中
さ
ん

【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
こ
は
妖
精
と
人
間
が
契
約
を
交
わ
し
て
共
存
す
る
世
界
、
”
人
間
界
”
。

こ
れ
は
そ
ん
な
世
界
に
生
ま
れ
た
少
女
の
サ
フ
ァ
イ
ア
が
様
々
な
問
題
を
乗
り

越
え
、
成
長
し
て
い
く
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
な
物
語
で
す
。
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始
ま
り
の
理

こ
こ
は
、

妖
精
と
人
間
が
共
存
す
る
世
界
。

太
古
の
昔
か
ら
妖
精
と
人
間
は
互
い
の
知
恵
を
出
し
あ
い
信
頼
し
、
共
に
歩
ん

で
き
た
。

し
か
し
時
代
－
ト
キ
－
が
経
つ
に
つ
れ
、
妖
精
の
特
別
な
力
を
利
用
し
、

人
間
同
士
が
闘
う
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
は
や
が
て
世
界
を
も
巻
き
込
む
大
き
な
戦
争
へ
と
発
展
し
た
。

彼
ら
は
私
利
私
欲
の
た
め
、

思
う
が
ま
ま
に
妖
精
の
力
を
使
っ
た
。

か
つ
て
の
平
穏
な
日
常
は
、

妖
精
と
の
信
頼
関
係
と
共
に
消
え
、

栄
え
た
文
明
は
地
へ
堕
ち
て
い
っ
た
。

そ
ん
な
あ
る
時
、

１
人
の
若
者
と
１
人
の
妖
精
が
世
界
に
現
れ
た
。

２
人
は
協
力
し
合
い
、
妖
精
だ
け
が
暮
ら
せ
る
”
妖
精
界
”
と
人
間
が
暮
ら
す

”
人
間
界
”
を
創
り
世
界
を
二
分
し
た
。

ま
た
、

妖
精
は
ふ
た
つ
の
世
界
を
繋
ぐ
門

（
”
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
 

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
＞
コ
ネ
ク
ト
 

ゲ
ー
ト
＜
”
）
を
創
り
、
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”
人
間
界
”
に
行
け
る
妖
精
の
数
を
制
限
し
た
。

人
間
は
闘
い
を
止
め
な
い
者
た
ち
に

公
式
競
技
（
”
ｅ
ｌ
ｆ
ｉ
ｎ
ｇ
＞
エ
ル
フ
ィ
ン
グ
＜
”
）
を
与
え
た
。

そ
れ
は
、
一
対
一
で
人
間
と
契
約
を
結
ん
だ
妖
精
が
、
人
間
の
代
わ
り
に
闘
う

も
の
だ
っ
た
。

競
技
が
で
き
て
か
ら
、
闘
い
の
数
は
段
々
減
っ
て
い
き
、
現
在
で
は
以
前
の
様

な
平
穏
な
日
常
が
戻
っ
て
き
た
。

”
妖
精
界
”
で
暮
ら
す
妖
精
を

”
民
精
＞
ミ
ン
セ
イ
＜
”

人
間
と
契
約
を
結
び
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
た
妖
精
を
”
主
精
＞
シ
ュ
セ
イ
＜

”
、

主
精
と
人
間
の
力
で
創
ら
れ
る
妖
精
を
”
創
精
＞
ソ
ウ
セ
イ
＜
”
と
言
う
。

そ
し
て
、
妖
精
と
人
間
が
契
約
を
結
ぶ
事
を
”
霊
合
＞
タ
マ
ア
イ
＜
”
と
言
う
。

世
界
を
救
っ
た
妖
精
は
”
妖
精
界
”
で

”
精
王
＞
セ
イ
オ
オ
＜
”
と
呼
ば
れ
、

人
間
は
”
人
間
界
”
で

”
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
＞
ハ
ー
ロ
ッ
ク
＜
”
（
英
雄
）
と
呼
ば
れ
た
。

二
者
は
そ
の
命
が
尽
き
る
ま
で
、
平
和
に
な
っ
た
世
界
を
静
か
に
見
守
っ
た
。

そ
の
後
、
”
精
王
”
と
”
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
”
は
、

後
の
代
へ
と
受
け
継
が
れ
る
役
職
と
な
っ
た
。
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始
ま
り
の
理
（
後
書
き
）

”
ｅ
ｌ
ｆ
ｉ
ｎ
ｇ
”
は
凝
っ
た
内
容
な
の
で
、

説
明
が
長
い
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、

楽
し
ん
で
頂
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

私
自
身
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
の
で
、

誤
字
脱
字
や
間
違
っ
た
日
本
語
を
使
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

間
違
い
を
発
見
し
た
場
合
は
、

教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
感
想
も
求
む
で
す
。

週
一
投
稿
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
ｍ
（
＿
＿
）
ｍ
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第
１
話
：
ロ
バ
ー
ト
学
園

Ａ
Ｍ
８
時
１
０
分

「
行
く
よ
、
ナ
デ
ィ
ー
，
ア
イ
ビ
ー
！
」

小
さ
な
女
の
子
の
サ
フ
ァ
イ
ア
が
、
家
の
中
に
声
を
掛
け
る
と
、
家
の
中
か
ら

主
精
ナ
デ
ィ
ー
と
創
精
ア
イ
ビ
ー
が
飛
ん
で
出
て
き
た
。

「
ビ
ー
！
」

ア
イ
ビ
ー
は
、
嬉
し
そ
う
に
サ
フ
ァ
イ
ア
の
肩
に
飛
び
乗
っ
た
。

ナ
デ
ィ
ー
は
サ
フ
ァ
イ
ア
の
隣
に
舞
い
降
り
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
し
ゅ
っ
ぱ
ー
つ
！
」

元
気
よ
く
走
り
出
し
た
の
は
、

主
精
の
ナ
デ
ィ
ー
と

創
精
の
ア
イ
ビ
ー
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の

サ
フ
ァ
イ
ア
。

サ
フ
ァ
イ
ア
は
ロ
バ
ー
ト
学
園
（
通
称
：
ｅ
ｌ
ｆ
学
園
）
に
通
う
初
等
部
３
年
。

ロ
バ
ー
ト
学
園
（
通
称
：
ｅ
ｌ
ｆ
学
園
）
は
、
創
立
１
６
０
年
で
、
創
設
者
ハ

イ
デ
・
ラ
ン
ベ
ル
・
ロ
バ
ー
ト
の
意
向
で
妖
精
の
教
育
を
行
う
、
世
界
で
ｔ
ｏ

ｐ
ク
ラ
ス
の
学
園
だ
。

入
学
か
ら
３
年
間
を
”
初
等
部
”
、
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次
の
年
か
ら
を
”
中
等
部
”
、

更
に
は
”
高
等
部
”
と
言
う
。

「
次
の
年
か
ら
～
」
と
説
明
が
曖
昧
な
の
は
、
ロ
バ
ー
ト
学
園
で
は
義
務
教
育

を
行
う
の
は
初
等
ま
で
で
、

中
等
か
ら
は
現
実
の
高
等
学
校
と
か
わ
ら
ず
、
義
務
教
育
を
外
れ
る
。

そ
の
た
め
、
進
級
に
必
要
な
レ
ベ
ル
が
な
い
者
に
は
留
年
制
度
が
あ
り
、

勉
学
に
向
上
心
の
な
い
者
に
は

強
制
退
学
も
あ
り
得
る
の
だ
。

通
常
、
中
等
も
高
等
も
留
年
し
な
け
れ
ば
３
年
で
卒
業
で
き
る
。

だ
が
、
初
等
～
中
等
，
中
等
～
高
等
に
進
学
時
に
は
、
難
易
度
の
高
い
進
級
テ

ス
ト
が
待
ち
受
け
て
い
る
。

そ
ん
な
ロ
バ
ー
ト
学
園
に
は
、

毎
年
冬
の
季
節
に
な
る
と
、

お
よ
そ
１
０
０
０
人
の
入
学
希
望
者
が
世
界
中
か
ら
集
ま
り
、
盛
大
な
入
学
試

験
が
行
わ
れ
る
。

そ
し
て
選
ば
れ
た
３
０
０
人
の
み
が
入
学
で
き
る
の
だ
。

そ
の
中
で
も
サ
フ
ァ
イ
ア
は
、
学
年
ｔ
ｏ
ｐ
で
入
学
し
た
、
才
あ
る
者
だ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
才
は
、
学
年
を
重
ね
る
毎
に
下
落
し
て
ゆ
き
、
今
で
は
中
の
下
。

元
々
周
囲
か
ら
は
嫌
わ
れ
て
い
た
の
が
更
に
拍
車
が
か
か
り
、
今
で
は
口
を
聞

く
者
は
誰
一
人
と
し
て
い
な
い
。

だ
が
そ
ん
な
事
、
サ
フ
ァ
イ
ア
は
ち
っ
と
も
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
。
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サ
フ
ァ
イ
ア
は
、
側
に
ナ
デ
ィ
ー
と
ア
イ
ビ
ー
が
居
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
幸
せ

な
の
だ
っ
た
。

教
室
の
前
ま
で
行
く
と
、

急
に
サ
フ
ァ
イ
ア
の
足
取
り
が
重
く
な
っ
た
。

「
ど
う
し
ま
し
た
、
サ
フ
ァ
イ
ア
？
」

ナ
デ
ィ
ー
は
そ
の
異
変
に
気
づ
い
た
。

「
う
う
ん
、
何
で
も
な
い
」

首
を
横
に
振
り
、
大
き
く
深
呼
吸
を
し
て
、
ド
ア
の
取
手
に
手
を
掛
け
た
。

＞
ガ
ラ
ガ
ラ
…
＜

ド
ア
を
開
け
、
教
室
に
入
っ
た
。

す
る
と
、
話
し
声
で
騒
が
し
か
っ
た
教
室
は
一
気
に
静
か
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
ま
る
で
異
物
で
も
見
る
か
の
よ
う
な
酷
い
視
線
が
注
が
れ
た
。

何
時
も
の
事
だ
。

「
お
は
よ
う
」

サ
フ
ァ
イ
ア
は
気
に
せ
ず
挨
拶
を
し
た
。
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だ
が
、
当
然
返
事
は
返
っ
て
こ
な
い
。

沈
黙
の
中
、
席
に
つ
い
た
。

す
る
と
何
処
か
ら
か
、
１
人
の
男
子
生
徒
が
心
の
な
い
言
葉
を
発
し
た
。

「
ま
た
来
た
よ
…
」

そ
れ
に
乗
じ
て
、
色
ん
な
所
か
ら
そ
れ
と
同
様
な
、
い
や
そ
れ
以
上
の
言
葉
が

飛
ん
で
き
た
。

「
ほ
ん
と
、

辞
め
ち
ゃ
え
ば
い
い
の
に
…
」

「
来
て
る
意
味
あ
る
の
？
」

「
落
ち
こ
ぼ
れ
の
く
せ
に
…
」

サ
フ
ァ
イ
ア
は
そ
ん
な
言
葉
に
動
じ
ず
、
堂
々
と
静
か
に
座
っ
て
い
た
。

「
失
礼
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！
？
」

耐
え
き
れ
ず
、
ナ
デ
ィ
ー
が
サ
フ
ァ
イ
ア
を
守
る
よ
う
に
前
に
立
っ
た
。

「
ビ
ー
！
」

ア
イ
ビ
ー
も
威
嚇
し
て
い
る
。

主
精
の
ナ
デ
ィ
ー
が
出
て
く
る
と
、
他
の
生
徒
の
主
精
も
黙
っ
て
は
い
な
か
っ

た
。

前
に
出
て
、
ナ
デ
ィ
ー
と
の
に
ら
み
合
い
が
始
ま
っ
た
。
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「
ナ
デ
ィ
ー
、
や
め
て
」

止
め
た
の
は
、
サ
フ
ァ
イ
ア
だ
っ
た
。

「
し
か
し
…
」

納
得
が
い
か
な
い
ナ
デ
ィ
ー
は
や
め
な
か
っ
た
。

「
ナ
デ
ィ
ー
、
や
め
て
」

サ
フ
ァ
イ
ア
は
繰
り
返
し
た
。

「
お
願
い
。

私
は
大
丈
夫
だ
か
ら
。
…
…
ね
？
」

サ
フ
ァ
イ
ア
は
微
笑
ん
だ
。

ナ
デ
ィ
ー
は
拳
を
こ
ら
え
、

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
サ
フ
ァ
イ
ア
の
願
い
に
従
っ
た
。

「
…
は
い
」

ナ
デ
ィ
ー
が
下
が
る
と
、
他
の
生
徒
の
主
精
も
下
が
っ
た
。

霊
合
を
し
て
人
間
と
契
約
を
交
わ
し
た
妖
精
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
命
に
従
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

だ
が
ナ
デ
ィ
ー
は
、
サ
フ
ァ
イ
ア
か
ら
命
令
を
受
け
た
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

又
、
サ
フ
ァ
イ
ア
も
命
令
を
し
た
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
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サ
フ
ァ
イ
ア
の
願
い
に
従
っ
て
い
る
。

そ
れ
が
２
人
の
望
ん
だ
人
間
と
妖
精
の
在
り
方
な
の
だ
。

一
方
、
主
精
が
下
が
っ
て
も
他
の
生
徒
は
下
が
ら
な
か
っ
た
。

「
主
精
に
守
ら
れ
て
や
ん
の
…
」

「
ダ
ッ
セ
ー
」

非
難
の
声
は
更
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
。

「
は
い
、
お
し
ま
い
！

も
う
す
ぐ
鐘
鳴
る
か
ら
、

席
に
つ
い
て
く
だ
さ
い
ね
」

そ
の
空
気
を
変
え
た
の
は
、

学
級
委
員
長
の

海
野
　
紲
だ
っ
た
。

う
み
の

き
ず
な

紲
は
手
を
パ
ン
パ
ン
と
叩
い
て
、

皆
と
サ
フ
ァ
イ
ア
の
間
に
、

笑
顔
で
入
っ
て
き
た
。

＞
ゴ
ー
ン
ゴ
ー
ン
ゴ
ー
ン
…
＜

授
業
の
始
ま
り
の
鐘
が
鳴
り
、
生
徒
た
ち
は
渋
々
席
に
つ
い
た
。

「
？
」
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そ
の
時
、
自
分
の
事
を
見
て
い
る
紲
の
視
線
に
気
づ
い
た
。

紲
は
サ
フ
ァ
イ
ア
に
笑
顔
を
見
せ
て
、
自
分
の
席
に
つ
い
た
。
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第
１
話
：
ロ
バ
ー
ト
学
園
（
後
書
き
）

＞
紹
介
＜

主
人
公
：
サ
フ
ァ
イ
ア
・
エ
キ
ュ
レ
ー
ト

１
０
歳
／
女
の
子
／
青
色
の
瞳
／
茶
の
単
髪

主
精
：
ナ
デ
ィ
ー

人
型
の
妖
精
／
桃
色
の
瞳
／
桃
色
の
長
髪

創
精
：
ア
イ
ビ
ー

動
物
型
の
妖
精
／
兎
／
額
に
青
色
の
宝
石
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

Elfing
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